
　

自
民
党
総
裁
選
で
安
倍
総
理
圧
勝

の
シ
ナ
リ
オ
を
崩
し
た
の
は
、
地
方

票
だ
っ
た
。「
安
倍
一
強
」
の
地
方

で
の
足
元
の
危
う
さ
を
示
す
よ
う

に
、
沖
縄
県
知
事
選
挙
で
は
政
権
側

が
全
力
で
支
援
し
た
佐
喜
真
・
前
宜

野
湾
市
長
が
、
翁
長
前
知
事
の
後
継

で
あ
る
玉
城
デ
ニ
ー
氏
に
大
差
で
敗

れ
た
。
出
口
調
査
で
は
自
民
支
持
層

の
二
割
、
公
明
支
持
層
の
三
割
が
玉

城
氏
に
投
票
し
て
い
る
。

　

沖
縄
県
内
で
は
知
事
選
以
降
、
豊

見
城
市
長
選
で
二
十
年
続
い
た
保
守

市
政
を
オ
ー
ル
沖
縄
候
補
が
破
り
、

那
覇
市
長
選
で
は
翁
長
市
政
を
受
け

継
ぐ
現
職
が
再
選
さ
れ
た
。
全
国
的

に
も
兵
庫
県
川
西
市
長
選
、
千
葉
県

君
津
市
長
選
、
京
都
府
大
山
崎
町
長

選
で
、自
民
系
候
補
が
敗
れ
て
い
る
。

「
安
倍
一
強
」
の
終
焉
は
、
地
方
か

ら
告
げ
ら
れ
つ
つ
あ
る
。

　

内
閣
改
造
も
政
権
の
求
心
力
と

は
、
ほ
ど
遠
い
。
産
経
新
聞
の
調
査

で
も
、
内
閣
改
造
以
前
と
比
べ
て
支

持
は
2.0
ポ
イ
ン
ト
減
、
不
支
持
は
0.5

ポ
イ
ン
ト
増
と
い
う
あ
り
さ
ま
。
内

閣
改
造
と
自
民
党
役
員
人
事
を
「
評

価
す
る
」
は
24
・
９
％
、「
評
価
し

な
い
」
は
58
・
６
％
に
上
り
、
改
造

内
閣
に
期
待
し
な
い
と
い
う
回
答
も

51
・
９
％
。

　

消
費
税
率
引
き
上
げ
、
外
国
人
人

材
受
け
入
れ（
実
質
的
な
移
民
政
策
）

な
ど
、
憲
法
改
正
以
上
に
今
国
会
で

議
論
さ
れ
る
べ
き
課
題
は
多
い
。
ど

の
問
題
も
根
底
に
あ
る
の
は
急
激
な

人
口
減
少
と
高
齢
化
で
あ
り
、
弥
縫

策
の
積
み
重
ね
に
は
限
界
が
あ
る
。

だ
が
、
こ
の
内
閣
の
顔
ぶ
れ
で
ま
と

も
な
議
論
が
で
き
る
と
思
う
人
は
、

ほ
と
ん
ど
い
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
も

デ
ー
タ
の
改
ざ
ん
や
隠
蔽
、
統
計
の

ご
ま
か
し
が
横
行
し
た
前
国
会
の
ケ

ジ
メ
は
、
つ
い
て
は
い
な
い
。

　

世
論
の
政
権
か
ら
の
遠
心
化
が
、

今
後
の
基
本
的
な
方
向
性
と
な
る
。

い
い
か
え
れ
ば
、「
安
倍
政
治
の

た
た
み
方
」
―
ど
う
た
た
め
ば
〝

２
０
２
０
後
〟
の
課
題
に
向
き
あ
う

転
換
に
つ
な
が
る
の
か
、
ど
う
た
た

め
ば
〝
２
０
２
０
後
〟
の
課
題
に
向

き
あ
う
た
め
の
リ
ソ
ー
ス
を
さ
ら
に

毀
損
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
―
が
、

問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

政
権
と
官
邸
は
、
憲
法
改
正
を
求

心
力
回
復
の
突
破
口
に
し
よ
う
と
す

る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
憲
法
改

正
で
は
一
貫
し
て
官
邸
が
世
論
と
乖

離
し
て
い
る
。
自
民
党
の
船
田
元
氏

は
、
衆
院
憲
法
審
査
会
の
党
人
事
で

野
党
と
の
協
議
を
重
視
す
る
船
田
氏

ら
「
協
調
派
」
が
幹
事
を
外
さ
れ
、

「
代
わ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
『
強
硬
派
』

と
呼
ば
れ
る
安
倍
総
理
に
近
い
方
々

が
、（
新
し
い
幹
事
と
し
て
）
野
党

と
の
交
渉
の
前
面
に
立
つ
こ
と
に
な

っ
た
」
と
指
摘
す
る
。「
安
倍
一
強
」

の
手
法
を
今
後
も
押
し
通
す
の
か
。

２
０
１
９
年
統
一
地
方
選
を
は
じ
め

と
し
て
、
政
権
与
党
は
世
論
の
厳
し

い
目
に
さ
ら
さ
れ
る
。

　
「
国
内
で
遠
心
力
が
働
き
続
け
る

と
す
れ
ば
、
政
権
は
万
難
を
排
し
て

引
き
締
め
に
入
ろ
う
と
す
る
の
で
は

な
い
か
。
良
識
あ
る
国
民
な
ら
ば
、

眉
を
ひ
そ
め
る
よ
う
な
無
理
筋
の
国

会
審
議
、
法
解
釈
を
曲
げ
て
で
も
支

持
層
に
利
益
配
分
を
行
っ
た
り
、
な

り
ふ
り
構
わ
ず
反
対
派
に
報
復
し
た

り
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
政

権
の
終
末
時
、
断
末
魔
の
叫
び
の

よ
う
に
」（
牧
原
出　

W
EBRONZA  

10/15

）

　

２
０
１
９
年
統
一
地
方
選
を
は
じ

め
と
す
る
地
方
選
挙
は
、
こ
う
し
た

「
無
理
筋
」
を
防
ぎ
つ
つ
、「
安
倍
政

治
」
を
賢
く
た
た
む
た
め
の
攻
防
に

な
る
。
そ
れ
は
国
政
の
代
理
戦
争
な

ど
で
は
断
じ
て
な
い
。
争
点
設
定
は

あ
く
ま
で
も
地
域
の
課
題
を
共
有
す

る
た
め
で
あ
り
、
住
民
・
市
民
が
学

習
と
討
論
を
通
じ
て
練
り
上
げ
た
公

約
（
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
）
を
基
に
行
わ

れ
る
選
挙
を
め
ざ
す
べ
き
だ
。
政
党

の
か
か
わ
り
は
、
市
民
が
設
定
し
た

土
俵
に
乗
れ
る
か
ど
う
か
で
決
ま

る
。

　

も
う
ひ
と
つ
の
場
は
国
会
だ
。
先

の
通
常
国
会
終
了
後
、
大
島
衆
院
議

長
は
、
政
府
に
よ
る
公
文
書
の
改
ざ

ん
や
隠
蔽
、
誤
っ
た
デ
ー
タ
の
提

２
０
２
０
後
に
む
け
て

立
憲
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
（
議
論
に
よ
る
統
治
）
か
、
立
憲
的
独
裁
か

～
国
民
主
権
で
統
治
機
構
を
作
り
こ
ん
で
い
く
プ
ロ
セ
ス
へ
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２
面　
　
　
「
一
灯
照
隅
」
地
方
議
員
の
コ
ラ
ム

３
―
５
面　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
米
中
関
係
」

　
　
　
　
　

佐
橋
亮
・
神
奈
川
大
学
教
授
に
聞
く

５
―
９
面　

囲
む
会
「
平
成
の
合
併
」

　
　
　
　
　

幸
田
雅
治
・
神
奈
川
大
学
教
授

９
―
13
面　
「
住
民
自
治
の
根
幹
と
し
て
の
議
会
」

　
　
　
　
　

江
藤
俊
昭
・
山
梨
学
院
大
学
教
授

13
―
15
面　
「
第
九
回
大
会
に
む
け
て
」

　
　
　
　
　

戸
田
政
康
・
代
表

15
―
16
面　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
沖
縄
県
知
事
選
」

　
　
　
　
　

宮
城
大
蔵
・
上
智
大
学
教
授
に
聞
く

今号の紙面
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供
な
ど
が
相
次
い
だ
こ
と
に
つ
い

て
「
民
主
的
な
行
政
監
視
、
国
民
の

負
託
を
受
け
た
行
政
執
行
と
い
っ
た

点
か
ら
、
民
主
主
義
の
根
幹
を
揺
る

が
す
問
題
」
と
い
う
異
例
の
所
感
を

公
表
し
た
。
一
方
、
衆
院
議
院
運
営

委
員
長
と
な
っ
た
高
市
氏
は
10
月
25

日
、
自
民
党
の
小
泉
進
次
郎
氏
ら
国

会
改
革
を
求
め
る
超
党
派
議
員
と
面

会
し
、「
議
運
委
員
長
と
し
て
実
現

を
目
指
す
事
柄
」
と
題
し
た
私
案
を

提
示
。
こ
の
中
で
政
府
提
出
法
案
の

審
議
を
優
先
し
、
議
員
立
法
や
一
般

質
疑
は「
会
期
末
前
に
残
っ
た
時
間
」

を
充
て
る
こ
と
な
ど
を
掲
げ
た
。
こ

れ
で
は
国
会
は
「
安
倍
一
強
」
の
追

認
機
関
と
化
す
。

　

国
会
が
安
倍
一
強
の
無
理
筋
に
追

従
す
る
の
か
、
振
り
回
さ
れ
な
い
よ

う
に
す
る
の
か
、
与
党
内
の
常
識
派

が
問
わ
れ
る
。
先
の
総
裁
選
で
も
可

視
化
さ
れ
た
よ
う
に
、
そ
の
常
識
派

を
後
押
し
す
る
の
は
国
民
世
論
だ
。

　
〝
２
０
２
０
後
〟
の
課
題
に
向
き

あ
う
転
換
へ
つ
な
が
る
よ
う
に
、「
安

倍
政
治
」を
ど
う
た
た
ん
で
い
く
か
。

地
域
か
ら
の
輿
論
の
迫
り
上
げ
を
。

〝
２
０
２
０
後
〟
の
課
題
に
向
き
あ
う

転
換
へ
と
つ
な
が
る
よ
う
に
、

「
安
倍
政
治
」
を
ど
う
た
た
ん
で
い
く
か

　

自
公
・
官
邸
の
「
必
勝
パ
タ
ー
ン
」

を
崩
し
た
沖
縄
県
知
事
選
以
降
、
各

地
の
首
長
選
挙
で
自
民
系
候
補
が
敗

れ
て
い
る
。
兵
庫
県
川
西
市
長
選
で

は
、
半
年
に
わ
た
る
市
民
と
の
対
話

を
通
じ
て
政
策
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
磨

い
て
き
た
越
田
謙
治
郎
氏
が
、
前
市

長
に
よ
る
後
継
指
名
と
自
民
党
の
推

薦
を
受
け
た
候
補
に
圧
勝
。「
ハ
マ

コ
ー
王
国
」
と
い
わ
れ
て
い
た
保
守

地
盤
の
強
い
君
津
市
の
市
長
選
挙
で

は
、
三
代
に
わ
た
っ
て
首
長
を
務
め

た
家
系
の
前
市
長
の
基
盤
を
受
け
継

い
だ
自
公
推
薦
候
補
を
、
連
合
千
葉

の
推
薦
を
受
け
た
無
所
属
新
人
の
女

性
候
補
が
破
っ
た
。

　

京
都
府
大
山
崎
町
長
選
で
は
、
与

野
党
相
乗
り
の
現
職
を
共
産
支
持
の

新
人
（
大
山
崎
町
議
を
５
期
務
め
た

元
自
民
党
の
前
川
氏
）
が
破
っ
た
。

人
口
減
少
社
会
の
問
題
設
定　

民
主
主
義
の
論
理
か
、
行
財
政
改
革
の
論
理
か

公
立
保
育
所
の
民
営
化
を
め
ぐ
る

一
万
一
千
名
の
署
名
を
無
視
す
る
な

ど
、
前
町
長
の
町
政
運
営
へ
の
反
発

が
高
ま
る
な
か
、「
市
民
派
」
を
掲

げ
る
新
人
候
補
は
「
住
民
委
員
会
」

の
設
置
な
ど
、
住
民
主
体
の
ま
ち
づ

く
り
を
公
約
に
掲
げ
た
と
い
う
。

　

こ
れ
ら
に
共
通
す
る
の
は
「
野
党

共
闘
」
と
い
う
国
政
で
の
枠
組
み
で

は
な
く
、
住
民
・
市
民
が
地
域
の
課

題
を
共
有
し
、
地
域
の
こ
れ
か
ら
を

自
ら
選
択
す
る
、
そ
の
自
治
の
た
め

の
争
点
設
定
、
土
俵
づ
く
り
と
い
う

点
に
あ
る
。
政
党
の
か
か
わ
り
は
、

そ
の
土
俵
に
乗
れ
る
か
ど
う
か
で
決

ま
っ
て
く
る
。「
野
党
共
闘
あ
り
き
」

で
は
な
い
。
参
院
選
一
人
区
で
の
野

党
の
候
補
者
調
整
も
こ
う
し
た
プ
ロ

セ
ス
に
で
き
る
か
、
政
党
以
上
に
有

権
者
の
力
が
試
さ
れ
る
。

　

別
の
角
度
か
ら
言
え
ば
、「
人
口

減
少
社
会
に
向
け
て
と
い
う
こ
と
が

リ
ア
ル
に
な
っ
て
、
拡
大
要
求
型
で

は
な
く
縮
小
型
の
政
策
が
問
わ
れ
る

と
き
に
、
そ
の
決
定
を
中
央
集
権
的

に
、
立
憲
独
裁
的
に
、
行
財
政
改

革
の
論
理
で
や
る
の
か
、
そ
れ
と
も

立
憲
民
主
主
義
的
に
、
議
論
に
よ
る

統
治
や
住
民
自
治
の
論
理
で
や
る
の

か
。
そ
う
い
う
ス
テ
ー
ジ
に
入
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

住
民
自
治
の
涵
養
に
な
る
選
挙
と

い
う
こ
と
は
、
選
挙
を
通
じ
て
分
断

や
対
立
を
深
め
る
の
で
は
な
く
、
有

権
者
の
関
与
に
よ
っ
て
分
断
や
対
立

を
収
め
る
と
い
う
こ
と
で
す
。『
ど

っ
ち
の
側
に
つ
く
ん
だ
』
と
い
う
選

挙
の
や
り
方
で
は
な
く
、
た
と
え
ば

総
合
計
画
を
共
通
の
土
台
に
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
や
方
向
性
を
議
論

す
る
と
い
う
よ
う
な
。
住
民
自
治
の

涵
養
と
つ
な
が
る
よ
う
に
、
と
い
う

と
こ
ろ
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
知
恵
も

出
て
く
る
わ
け
で
す
」（
13
面
「
囲

む
会
」
戸
田
代
表
）。

　

２
０
１
９
年
統
一
地
方
選
を
は
じ

め
各
種
選
挙
で
は
、
人
口
減
少
社
会

の
到
来
と
い
う
「
不
都
合
な
真
実
」

に
ど
う
向
き
合
う
か
が
問
わ
れ
る
。

厳
し
い
選
択
が
問
わ
れ
る
こ
と
も
あ

る
が
、
そ
こ
で
の
本
質
的
な
軸
は
、

行
財
政
改
革
の
論
理
か
民
主
主
義
の

論
理
か
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

　

そ
の
場
し
の
ぎ
の
取
り
繕
い
や
、

破
綻
が
明
ら
か
な
「
計
画
」
で
ご
ま

か
し
て
い
れ
ば
、
人
口
減
少
社
会
の

到
来
は
「
突
然
の
破
綻
」
と
受
け
と

め
ら
れ
、
そ
こ
で
の
決
断
の
厳
し
さ

は
「
手
の
爪
を
は
ぐ
か
、
足
の
爪
を

は
ぐ
か
、
ど
ち
ら
か
決
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」（
４
７
３
号
一
面
参
照
）

と
い
う
類
の
も
の
と
受
け
と
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
。
行
財
政
改
革
の
論

理
と
は
こ
れ
だ
。

　

だ
が
「
人
口
減
少
は
、
あ
る
日
突

然
や
っ
て
来
る
危
機
で
は
な
く
、
か

な
り
正
確
に
予
測
で
き
る
も
の
で

す
。
し
た
が
っ
て
準
備
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
予
測
で
き
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
準
備
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
、

最
大
の
問
題
」（
諸
富
徹
・
京
都
大

学
教
授　

４
７
１
号
「
総
会
」）
だ

か
ら
こ
そ
、
人
々
が
き
ち
ん
と
し
た

情
報
に
基
づ
い
て
議
論
し
、
自
己
決

定
し
て
い
く
た
め
の
プ
ロ
セ
ス
を
支

え
る
こ
と
こ
そ
、
政
治
の
役
割
だ
。

人
口
減
少
社
会
に
向
き
合
う
民
主
主

義
の
論
理
や
作
法
が
問
わ
れ
る
。

　

さ
ら
に
言
え
ば
、「
人
口
減
・
少

子
高
齢
化
と
い
う
の
は
、
単
な
る
自

然
現
象
で
す
か
。
違
い
ま
す
ね
。
政

策
の
失
敗
で
し
ょ
う
。
人
口
減
・
少

子
高
齢
化
は
、
す
で
に
七
十
年
代
に

は
分
か
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
応
す

べ
き
時
間
と
政
策
資
源
を
、
行
財
政

改
革
の
名
の
下
に
犠
牲
に
し
た
の
で

は
な
い
の
か
。
～
中
略
～
端
的
に
言

え
ば
、
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
の
と
こ

ろ
で
社
会
の
持
続
可
能
性
を
犠
牲
に

し
た
ん
で
す
。
行
財
政
改
革
や
効
率

性
の
論
理
の
前
に
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

の
論
理
（
民
主
政
の
基
盤
づ
く
り
）

が
太
刀
打
ち
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の

弱
さ
な
の
で
す
」（
14
面　

戸
田
代

表
）

　

行
財
政
改
革
の
論
理
で
推
し
進
め

ら
れ
た
平
成
の
合
併
は
、「『
団
体
自

治
』
を
侵
害
す
る
と
と
も
に
、『
民

主
主
義
（
住
民
自
治
）』
を
侵
害
す

る
も
の
で
あ
っ
た
」（
幸
田
・
神
奈

川
大
学
教
授　

９
面
）。
そ
の
先
に

見
え
て
い
る
の
は
、
総
務
省
の
「
自

治
体
戦
略
２
０
４
０
構
想
研
究
会
」

の
報
告
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
住
民

自
治
は
お
ろ
か
団
体
自
治
さ
え
も
否

定
す
る
中
央
集
権
派
に
よ
る
、
人
口

減
少
時
代
の
問
題
設
定
で
あ
る
。

　

民
主
主
義
は
単
な
る
多
数
決
で
は

な
い
。「
あ
れ
か
、
こ
れ
か
」「
何
か

を
あ
き
ら
め
る
」
と
い
う
厳
し
い
選

択
が
求
め
ら
れ
る
か
ら
こ
そ
、「
こ

れ
だ
け
話
し
合
っ
た
ん
だ
か
ら
」
と

い
う
こ
と
も
含
め
た
〝
納
得
〟
の
プ

ロ
セ
ス
が
不
可
欠
だ
。
そ
れ
な
し
に

は
、
多
数
決
民
主
主
義
は
対
立
と
分

断
を
深
め
る
結
果
に
し
か
な
ら
な

い
。
話
し
合
い
を
通
じ
て
課
題
を
共

有
す
る
か
ら
こ
そ
、
問
題
を
解
決
す

る
た
め
の
自
治
の
当
事
者
性
も
生
ま

れ
て
く
る
。
そ
れ
な
し
に
、
民
主
政

の
基
盤
は
鍛
え
ら
れ
な
い
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
で
の
社

会
的
分
断
は
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て

も
対
岸
の
火
事
で
は
な
い
。
ま
す
ま

す
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
経
済
や
情

報
、
社
会
の
変
化
に
「
取
り
残
さ
れ

た
」
と
感
じ
る
人
々
、
将
来
が
見
え

な
い
と
感
じ
る
人
々
は
、
潜
在
的
に

も
増
え
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
行
財

政
改
革
の
論
理
で
さ
ら
な
る
分
断
を

煽
る
の
か
、
民
主
主
義
の
論
理
で
自

治
の
当
事
者
性
を
涵
養
し
て
い
く
の

か
。〝
２
０
２
０
後
〟
を
見
す
え
て
、

住
民
自
治
の
涵
養
の
場
と
し
て
の
選

挙
を
つ
く
り
だ
そ
う
。

　
〝
２
０
２
０
後
〟
の
課
題
に
立
憲

民
主
主
義
で
向
き
合
う
た
め
に
。
第

九
回
大
会
（
１
月
６
日
）「
２
０
２
０

後
に
む
け
て　

立
憲
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

（
議
論
に
よ
る
統
治
）
か
、
立
憲
的

独
裁
か
～
国
民
主
権
で
統
治
機
構
を

作
り
こ
ん
で
い
く
プ
ロ
セ
ス
へ
」に
、

多
く
の
み
な
さ
ん
の
ご
参
加
を
。



　

自
民
党
総
裁
選
で
安
倍
総
理
圧
勝

の
シ
ナ
リ
オ
を
崩
し
た
の
は
、
地
方

票
だ
っ
た
。「
安
倍
一
強
」
の
地
方

で
の
足
元
の
危
う
さ
を
示
す
よ
う

に
、
沖
縄
県
知
事
選
挙
で
は
政
権
側

が
全
力
で
支
援
し
た
佐
喜
真
・
前
宜

野
湾
市
長
が
、
翁
長
前
知
事
の
後
継

で
あ
る
玉
城
デ
ニ
ー
氏
に
大
差
で
敗

れ
た
。
出
口
調
査
で
は
自
民
支
持
層

の
二
割
、
公
明
支
持
層
の
三
割
が
玉

城
氏
に
投
票
し
て
い
る
。

　

沖
縄
県
内
で
は
知
事
選
以
降
、
豊

見
城
市
長
選
で
二
十
年
続
い
た
保
守

市
政
を
オ
ー
ル
沖
縄
候
補
が
破
り
、

那
覇
市
長
選
で
は
翁
長
市
政
を
受
け

継
ぐ
現
職
が
再
選
さ
れ
た
。
全
国
的

に
も
兵
庫
県
川
西
市
長
選
、
千
葉
県

君
津
市
長
選
、
京
都
府
大
山
崎
町
長

選
で
、自
民
系
候
補
が
敗
れ
て
い
る
。

「
安
倍
一
強
」
の
終
焉
は
、
地
方
か

ら
告
げ
ら
れ
つ
つ
あ
る
。

　

内
閣
改
造
も
政
権
の
求
心
力
と

は
、
ほ
ど
遠
い
。
産
経
新
聞
の
調
査

で
も
、
内
閣
改
造
以
前
と
比
べ
て
支

持
は
2.0
ポ
イ
ン
ト
減
、
不
支
持
は
0.5

ポ
イ
ン
ト
増
と
い
う
あ
り
さ
ま
。
内

閣
改
造
と
自
民
党
役
員
人
事
を
「
評

価
す
る
」
は
24
・
９
％
、「
評
価
し

な
い
」
は
58
・
６
％
に
上
り
、
改
造

内
閣
に
期
待
し
な
い
と
い
う
回
答
も

51
・
９
％
。

　

消
費
税
率
引
き
上
げ
、
外
国
人
人

材
受
け
入
れ（
実
質
的
な
移
民
政
策
）

な
ど
、
憲
法
改
正
以
上
に
今
国
会
で

議
論
さ
れ
る
べ
き
課
題
は
多
い
。
ど

の
問
題
も
根
底
に
あ
る
の
は
急
激
な

人
口
減
少
と
高
齢
化
で
あ
り
、
弥
縫

策
の
積
み
重
ね
に
は
限
界
が
あ
る
。

だ
が
、
こ
の
内
閣
の
顔
ぶ
れ
で
ま
と

も
な
議
論
が
で
き
る
と
思
う
人
は
、

ほ
と
ん
ど
い
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
も

デ
ー
タ
の
改
ざ
ん
や
隠
蔽
、
統
計
の

ご
ま
か
し
が
横
行
し
た
前
国
会
の
ケ

ジ
メ
は
、
つ
い
て
は
い
な
い
。

　

世
論
の
政
権
か
ら
の
遠
心
化
が
、

今
後
の
基
本
的
な
方
向
性
と
な
る
。

い
い
か
え
れ
ば
、「
安
倍
政
治
の

た
た
み
方
」
―
ど
う
た
た
め
ば
〝

２
０
２
０
後
〟
の
課
題
に
向
き
あ
う

転
換
に
つ
な
が
る
の
か
、
ど
う
た
た

め
ば
〝
２
０
２
０
後
〟
の
課
題
に
向

き
あ
う
た
め
の
リ
ソ
ー
ス
を
さ
ら
に

毀
損
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
―
が
、

問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

政
権
と
官
邸
は
、
憲
法
改
正
を
求

心
力
回
復
の
突
破
口
に
し
よ
う
と
す

る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
憲
法
改

正
で
は
一
貫
し
て
官
邸
が
世
論
と
乖

離
し
て
い
る
。
自
民
党
の
船
田
元
氏

は
、
衆
院
憲
法
審
査
会
の
党
人
事
で

野
党
と
の
協
議
を
重
視
す
る
船
田
氏

ら
「
協
調
派
」
が
幹
事
を
外
さ
れ
、

「
代
わ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
『
強
硬
派
』

と
呼
ば
れ
る
安
倍
総
理
に
近
い
方
々

が
、（
新
し
い
幹
事
と
し
て
）
野
党

と
の
交
渉
の
前
面
に
立
つ
こ
と
に
な

っ
た
」
と
指
摘
す
る
。「
安
倍
一
強
」

の
手
法
を
今
後
も
押
し
通
す
の
か
。

２
０
１
９
年
統
一
地
方
選
を
は
じ
め

と
し
て
、
政
権
与
党
は
世
論
の
厳
し

い
目
に
さ
ら
さ
れ
る
。

　
「
国
内
で
遠
心
力
が
働
き
続
け
る

と
す
れ
ば
、
政
権
は
万
難
を
排
し
て

引
き
締
め
に
入
ろ
う
と
す
る
の
で
は

な
い
か
。
良
識
あ
る
国
民
な
ら
ば
、

眉
を
ひ
そ
め
る
よ
う
な
無
理
筋
の
国

会
審
議
、
法
解
釈
を
曲
げ
て
で
も
支

持
層
に
利
益
配
分
を
行
っ
た
り
、
な

り
ふ
り
構
わ
ず
反
対
派
に
報
復
し
た

り
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
政

権
の
終
末
時
、
断
末
魔
の
叫
び
の

よ
う
に
」（
牧
原
出　

W
EBRONZA  

10/15

）

　

２
０
１
９
年
統
一
地
方
選
を
は
じ

め
と
す
る
地
方
選
挙
は
、
こ
う
し
た

「
無
理
筋
」
を
防
ぎ
つ
つ
、「
安
倍
政

治
」
を
賢
く
た
た
む
た
め
の
攻
防
に

な
る
。
そ
れ
は
国
政
の
代
理
戦
争
な

ど
で
は
断
じ
て
な
い
。
争
点
設
定
は

あ
く
ま
で
も
地
域
の
課
題
を
共
有
す

る
た
め
で
あ
り
、
住
民
・
市
民
が
学

習
と
討
論
を
通
じ
て
練
り
上
げ
た
公

約
（
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
）
を
基
に
行
わ

れ
る
選
挙
を
め
ざ
す
べ
き
だ
。
政
党

の
か
か
わ
り
は
、
市
民
が
設
定
し
た

土
俵
に
乗
れ
る
か
ど
う
か
で
決
ま

る
。

　

も
う
ひ
と
つ
の
場
は
国
会
だ
。
先

の
通
常
国
会
終
了
後
、
大
島
衆
院
議

長
は
、
政
府
に
よ
る
公
文
書
の
改
ざ

ん
や
隠
蔽
、
誤
っ
た
デ
ー
タ
の
提

２
０
２
０
後
に
む
け
て

立
憲
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
（
議
論
に
よ
る
統
治
）
か
、
立
憲
的
独
裁
か

～
国
民
主
権
で
統
治
機
構
を
作
り
こ
ん
で
い
く
プ
ロ
セ
ス
へ
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２
面　
　
　
「
一
灯
照
隅
」
地
方
議
員
の
コ
ラ
ム

３
―
５
面　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
米
中
関
係
」

　
　
　
　
　

佐
橋
亮
・
神
奈
川
大
学
教
授
に
聞
く

５
―
９
面　

囲
む
会
「
平
成
の
合
併
」

　
　
　
　
　

幸
田
雅
治
・
神
奈
川
大
学
教
授

９
―
13
面　
「
住
民
自
治
の
根
幹
と
し
て
の
議
会
」

　
　
　
　
　

江
藤
俊
昭
・
山
梨
学
院
大
学
教
授

13
―
15
面　
「
第
九
回
大
会
に
む
け
て
」

　
　
　
　
　

戸
田
政
康
・
代
表

15
―
16
面　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
沖
縄
県
知
事
選
」

　
　
　
　
　

宮
城
大
蔵
・
上
智
大
学
教
授
に
聞
く

今号の紙面

（1） 1989 年 7 月 7 日第三種郵便物認可　 日　本　再　生 第４７４号（毎月 1回 1日発行） 2 0 1 8 年 1 1 月 1 日

供
な
ど
が
相
次
い
だ
こ
と
に
つ
い

て
「
民
主
的
な
行
政
監
視
、
国
民
の

負
託
を
受
け
た
行
政
執
行
と
い
っ
た

点
か
ら
、
民
主
主
義
の
根
幹
を
揺
る

が
す
問
題
」
と
い
う
異
例
の
所
感
を

公
表
し
た
。
一
方
、
衆
院
議
院
運
営

委
員
長
と
な
っ
た
高
市
氏
は
10
月
25

日
、
自
民
党
の
小
泉
進
次
郎
氏
ら
国

会
改
革
を
求
め
る
超
党
派
議
員
と
面

会
し
、「
議
運
委
員
長
と
し
て
実
現

を
目
指
す
事
柄
」
と
題
し
た
私
案
を

提
示
。
こ
の
中
で
政
府
提
出
法
案
の

審
議
を
優
先
し
、
議
員
立
法
や
一
般

質
疑
は「
会
期
末
前
に
残
っ
た
時
間
」

を
充
て
る
こ
と
な
ど
を
掲
げ
た
。
こ

れ
で
は
国
会
は
「
安
倍
一
強
」
の
追

認
機
関
と
化
す
。

　

国
会
が
安
倍
一
強
の
無
理
筋
に
追

従
す
る
の
か
、
振
り
回
さ
れ
な
い
よ

う
に
す
る
の
か
、
与
党
内
の
常
識
派

が
問
わ
れ
る
。
先
の
総
裁
選
で
も
可

視
化
さ
れ
た
よ
う
に
、
そ
の
常
識
派

を
後
押
し
す
る
の
は
国
民
世
論
だ
。

　
〝
２
０
２
０
後
〟
の
課
題
に
向
き

あ
う
転
換
へ
つ
な
が
る
よ
う
に
、「
安

倍
政
治
」を
ど
う
た
た
ん
で
い
く
か
。

地
域
か
ら
の
輿
論
の
迫
り
上
げ
を
。

〝
２
０
２
０
後
〟
の
課
題
に
向
き
あ
う

転
換
へ
と
つ
な
が
る
よ
う
に
、

「
安
倍
政
治
」
を
ど
う
た
た
ん
で
い
く
か

　

自
公
・
官
邸
の
「
必
勝
パ
タ
ー
ン
」

を
崩
し
た
沖
縄
県
知
事
選
以
降
、
各

地
の
首
長
選
挙
で
自
民
系
候
補
が
敗

れ
て
い
る
。
兵
庫
県
川
西
市
長
選
で

は
、
半
年
に
わ
た
る
市
民
と
の
対
話

を
通
じ
て
政
策
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
磨

い
て
き
た
越
田
謙
治
郎
氏
が
、
前
市

長
に
よ
る
後
継
指
名
と
自
民
党
の
推

薦
を
受
け
た
候
補
に
圧
勝
。「
ハ
マ

コ
ー
王
国
」
と
い
わ
れ
て
い
た
保
守

地
盤
の
強
い
君
津
市
の
市
長
選
挙
で

は
、
三
代
に
わ
た
っ
て
首
長
を
務
め

た
家
系
の
前
市
長
の
基
盤
を
受
け
継

い
だ
自
公
推
薦
候
補
を
、
連
合
千
葉

の
推
薦
を
受
け
た
無
所
属
新
人
の
女

性
候
補
が
破
っ
た
。

　

京
都
府
大
山
崎
町
長
選
で
は
、
与

野
党
相
乗
り
の
現
職
を
共
産
支
持
の

新
人
（
大
山
崎
町
議
を
５
期
務
め
た

元
自
民
党
の
前
川
氏
）
が
破
っ
た
。

人
口
減
少
社
会
の
問
題
設
定　

民
主
主
義
の
論
理
か
、
行
財
政
改
革
の
論
理
か

公
立
保
育
所
の
民
営
化
を
め
ぐ
る

一
万
一
千
名
の
署
名
を
無
視
す
る
な

ど
、
前
町
長
の
町
政
運
営
へ
の
反
発

が
高
ま
る
な
か
、「
市
民
派
」
を
掲

げ
る
新
人
候
補
は
「
住
民
委
員
会
」

の
設
置
な
ど
、
住
民
主
体
の
ま
ち
づ

く
り
を
公
約
に
掲
げ
た
と
い
う
。

　

こ
れ
ら
に
共
通
す
る
の
は
「
野
党

共
闘
」
と
い
う
国
政
で
の
枠
組
み
で

は
な
く
、
住
民
・
市
民
が
地
域
の
課

題
を
共
有
し
、
地
域
の
こ
れ
か
ら
を

自
ら
選
択
す
る
、
そ
の
自
治
の
た
め

の
争
点
設
定
、
土
俵
づ
く
り
と
い
う

点
に
あ
る
。
政
党
の
か
か
わ
り
は
、

そ
の
土
俵
に
乗
れ
る
か
ど
う
か
で
決

ま
っ
て
く
る
。「
野
党
共
闘
あ
り
き
」

で
は
な
い
。
参
院
選
一
人
区
で
の
野

党
の
候
補
者
調
整
も
こ
う
し
た
プ
ロ

セ
ス
に
で
き
る
か
、
政
党
以
上
に
有

権
者
の
力
が
試
さ
れ
る
。

　

別
の
角
度
か
ら
言
え
ば
、「
人
口

減
少
社
会
に
向
け
て
と
い
う
こ
と
が

リ
ア
ル
に
な
っ
て
、
拡
大
要
求
型
で

は
な
く
縮
小
型
の
政
策
が
問
わ
れ
る

と
き
に
、
そ
の
決
定
を
中
央
集
権
的

に
、
立
憲
独
裁
的
に
、
行
財
政
改

革
の
論
理
で
や
る
の
か
、
そ
れ
と
も

立
憲
民
主
主
義
的
に
、
議
論
に
よ
る

統
治
や
住
民
自
治
の
論
理
で
や
る
の

か
。
そ
う
い
う
ス
テ
ー
ジ
に
入
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

住
民
自
治
の
涵
養
に
な
る
選
挙
と

い
う
こ
と
は
、
選
挙
を
通
じ
て
分
断

や
対
立
を
深
め
る
の
で
は
な
く
、
有

権
者
の
関
与
に
よ
っ
て
分
断
や
対
立

を
収
め
る
と
い
う
こ
と
で
す
。『
ど

っ
ち
の
側
に
つ
く
ん
だ
』
と
い
う
選

挙
の
や
り
方
で
は
な
く
、
た
と
え
ば

総
合
計
画
を
共
通
の
土
台
に
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
や
方
向
性
を
議
論

す
る
と
い
う
よ
う
な
。
住
民
自
治
の

涵
養
と
つ
な
が
る
よ
う
に
、
と
い
う

と
こ
ろ
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
知
恵
も

出
て
く
る
わ
け
で
す
」（
13
面
「
囲

む
会
」
戸
田
代
表
）。

　

２
０
１
９
年
統
一
地
方
選
を
は
じ

め
各
種
選
挙
で
は
、
人
口
減
少
社
会

の
到
来
と
い
う
「
不
都
合
な
真
実
」

に
ど
う
向
き
合
う
か
が
問
わ
れ
る
。

厳
し
い
選
択
が
問
わ
れ
る
こ
と
も
あ

る
が
、
そ
こ
で
の
本
質
的
な
軸
は
、

行
財
政
改
革
の
論
理
か
民
主
主
義
の

論
理
か
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

　

そ
の
場
し
の
ぎ
の
取
り
繕
い
や
、

破
綻
が
明
ら
か
な
「
計
画
」
で
ご
ま

か
し
て
い
れ
ば
、
人
口
減
少
社
会
の

到
来
は
「
突
然
の
破
綻
」
と
受
け
と

め
ら
れ
、
そ
こ
で
の
決
断
の
厳
し
さ

は
「
手
の
爪
を
は
ぐ
か
、
足
の
爪
を

は
ぐ
か
、
ど
ち
ら
か
決
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」（
４
７
３
号
一
面
参
照
）

と
い
う
類
の
も
の
と
受
け
と
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
。
行
財
政
改
革
の
論

理
と
は
こ
れ
だ
。

　

だ
が
「
人
口
減
少
は
、
あ
る
日
突

然
や
っ
て
来
る
危
機
で
は
な
く
、
か

な
り
正
確
に
予
測
で
き
る
も
の
で

す
。
し
た
が
っ
て
準
備
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
予
測
で
き
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
準
備
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
、

最
大
の
問
題
」（
諸
富
徹
・
京
都
大

学
教
授　

４
７
１
号
「
総
会
」）
だ

か
ら
こ
そ
、
人
々
が
き
ち
ん
と
し
た

情
報
に
基
づ
い
て
議
論
し
、
自
己
決

定
し
て
い
く
た
め
の
プ
ロ
セ
ス
を
支

え
る
こ
と
こ
そ
、
政
治
の
役
割
だ
。

人
口
減
少
社
会
に
向
き
合
う
民
主
主

義
の
論
理
や
作
法
が
問
わ
れ
る
。

　

さ
ら
に
言
え
ば
、「
人
口
減
・
少

子
高
齢
化
と
い
う
の
は
、
単
な
る
自

然
現
象
で
す
か
。
違
い
ま
す
ね
。
政

策
の
失
敗
で
し
ょ
う
。
人
口
減
・
少

子
高
齢
化
は
、
す
で
に
七
十
年
代
に

は
分
か
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
応
す

べ
き
時
間
と
政
策
資
源
を
、
行
財
政

改
革
の
名
の
下
に
犠
牲
に
し
た
の
で

は
な
い
の
か
。
～
中
略
～
端
的
に
言

え
ば
、
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
の
と
こ

ろ
で
社
会
の
持
続
可
能
性
を
犠
牲
に

し
た
ん
で
す
。
行
財
政
改
革
や
効
率

性
の
論
理
の
前
に
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

の
論
理
（
民
主
政
の
基
盤
づ
く
り
）

が
太
刀
打
ち
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の

弱
さ
な
の
で
す
」（
14
面　

戸
田
代

表
）

　

行
財
政
改
革
の
論
理
で
推
し
進
め

ら
れ
た
平
成
の
合
併
は
、「『
団
体
自

治
』
を
侵
害
す
る
と
と
も
に
、『
民

主
主
義
（
住
民
自
治
）』
を
侵
害
す

る
も
の
で
あ
っ
た
」（
幸
田
・
神
奈

川
大
学
教
授　

９
面
）。
そ
の
先
に

見
え
て
い
る
の
は
、
総
務
省
の
「
自

治
体
戦
略
２
０
４
０
構
想
研
究
会
」

の
報
告
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
住
民

自
治
は
お
ろ
か
団
体
自
治
さ
え
も
否

定
す
る
中
央
集
権
派
に
よ
る
、
人
口

減
少
時
代
の
問
題
設
定
で
あ
る
。

　

民
主
主
義
は
単
な
る
多
数
決
で
は

な
い
。「
あ
れ
か
、
こ
れ
か
」「
何
か

を
あ
き
ら
め
る
」
と
い
う
厳
し
い
選

択
が
求
め
ら
れ
る
か
ら
こ
そ
、「
こ

れ
だ
け
話
し
合
っ
た
ん
だ
か
ら
」
と

い
う
こ
と
も
含
め
た
〝
納
得
〟
の
プ

ロ
セ
ス
が
不
可
欠
だ
。
そ
れ
な
し
に

は
、
多
数
決
民
主
主
義
は
対
立
と
分

断
を
深
め
る
結
果
に
し
か
な
ら
な

い
。
話
し
合
い
を
通
じ
て
課
題
を
共

有
す
る
か
ら
こ
そ
、
問
題
を
解
決
す

る
た
め
の
自
治
の
当
事
者
性
も
生
ま

れ
て
く
る
。
そ
れ
な
し
に
、
民
主
政

の
基
盤
は
鍛
え
ら
れ
な
い
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
で
の
社

会
的
分
断
は
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て

も
対
岸
の
火
事
で
は
な
い
。
ま
す
ま

す
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
経
済
や
情

報
、
社
会
の
変
化
に
「
取
り
残
さ
れ

た
」
と
感
じ
る
人
々
、
将
来
が
見
え

な
い
と
感
じ
る
人
々
は
、
潜
在
的
に

も
増
え
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
行
財

政
改
革
の
論
理
で
さ
ら
な
る
分
断
を

煽
る
の
か
、
民
主
主
義
の
論
理
で
自

治
の
当
事
者
性
を
涵
養
し
て
い
く
の

か
。〝
２
０
２
０
後
〟
を
見
す
え
て
、

住
民
自
治
の
涵
養
の
場
と
し
て
の
選

挙
を
つ
く
り
だ
そ
う
。

　
〝
２
０
２
０
後
〟
の
課
題
に
立
憲

民
主
主
義
で
向
き
合
う
た
め
に
。
第

九
回
大
会
（
１
月
６
日
）「
２
０
２
０

後
に
む
け
て　

立
憲
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

（
議
論
に
よ
る
統
治
）
か
、
立
憲
的

独
裁
か
～
国
民
主
権
で
統
治
機
構
を

作
り
こ
ん
で
い
く
プ
ロ
セ
ス
へ
」に
、

多
く
の
み
な
さ
ん
の
ご
参
加
を
。


